
イギリスのて

が，イギリス議会は 1846 ・ 9 ， 1.4 35 m を際準軌とする法律を通

過させたため当時およそ 500km に上った 2.034 m 軌の鉄道は

1892 年までにすべて 1.435m 軌に改軌された。この長きにわた

るゲー ジの論争を軌緬論争 (Batt le of the Gauges) と L づ。

一方アイルランドにおいては最初1.575m( 5' 2") 軌と1.8796

m (6'2つ軌の 2 つ軌間をめぐって論争がつづけられたが， 結

局その中聞をとって 1.6002m (5' 3つ軌を際単軌とすることに

決定し現在に至っている 。

(4) 鉄道清算所

初期時代イギ リスにおける鉄道の発展はきわめて目覚ましい

ものがあり ， 1 843 年ごろまでには 70 を数える小規僕鉄道が都

市を中心に建設された。鉄道の発展にしたがって 2 以上の会社

線にまたがる輸送の需要は漸次桶加し，鉄道会社線開に連絡速

送の取扱いを要望する声が盛んとなった。若干の鉄道会社はこ

の~mに応じて会社線問に連絡運送の取扱いを 開始するに至

ったが， 連絡速輸の収入の分自己に関して常に紛争が絶えなかっ

た。これらの紛争を防ぐため連絡巡輸の突縮から生ずる迷賃・

料金， 直通車両の使用料な どの消算事務を行う消却ー所設置の必

要がさけばれ，ロンドン・パー ミ γ ガム鉄道砲事長ジョ ー ジ ・カ

ー ル ・グリ ン，同鉄道技師ロ パートスチープンソン，同鉄道会計

長ケネス ・ モリソ yなどの尽力によ って， 手形交換所の例にな

らって，消算事務の実施に必要な諸規定が作成され， 1842 年鉄

道会社の任意組合として鉄道清算所の設立を見るに至った。設

立当時の参加鉄道は (1) ロ γ ド γ ・ バ ー ミ γ ガム (2) ミッ

ドラ ン ド・カ ウンティ (3) ノミ ー ミンガム・ダーピイ ・ ジヤン

ク ショ γ (4) ノ ース・ ミッ ドラ ンド (5) マ γチェスタ ー・リ

ード (6) リード・セノレピイ (7) ヨーク ・ ノース ・ ミッ ドラ

ン ド (8) ハノレ ・セノレピイ (9) グレート・ノース・オ プ ・イ

ングランドの 9 鉄道であ った。

消n所は最初わずか数人の職員をも って発足したが，治算事

務を開始した結果旅客および貨物の迎絡運送の~I)f更は増大し，

1865 年までには 160 の鉄道が参加するに至 った。 1850 年には

鉄道消算法の制定によって法律上の効力が賦与され， ついで

1 897 年には L鉄道清算委員会設定に関する法律7 が議会を通過

し，法人組織に改められ， 法人としてのすべての権能を具備す

るに至った。鉄道清算委員会は最初参加1鉄道より各 1 名ずつ選

出された代表者をもって組織されたが， 1922 年には 4 大鉄道会

社の代表者 4 名および 4 大鉄道以外の鉄道の代表者 l 名によっ

て組織された。本部事務所はロンド γにおかれ， 総務部， 貨物

部，旅客部の 3 部から構成された。

1947 年巡輸法が制定され， その第 38 条にもとづいて鉄道泊

p:所法および鉄道清算委員会設定に関する法律の 2 つを廃止し ，

これらにかわる規定として 1954 年鉄道治算所計画命令が制定

され， この新らしい命令にもとづいて鉄道ií'IJ?:所はその財産，

権利，義務を 1954 ・ 5 ・ 24 述紛委員会に譲渡し， 従来の法人とし

ての組織は解散された。しかし鉄道治n所は名称もそのまま存

置してその後連綿委員会内の 1 俊樹として各極鉄道関係資料の

出版，貨物等級の研究，運送書類の若手査などの業務を行うこと

になった。

(5) 鉄道の第 1 次国家管理

初期の時代において鉄道は建設の免許さえ仰れば自由に建設

することができた。しかも当時イギリスにおける製造工業は発

展しはじめ人口も比較的澗密(ちゅうみつ)であ った関係上鉄道

がい ったん建設されると輸送貨客を得ることが容易であったの

で， 資本家は進んで建設に必要な資金を提供 し， 多数の短距離

鉄道が相ついで建設された。その結果鉄道会社!日]に激烈な競争

関係を生ずるに至った。 しかし各鉄道はやがて競争の不利を覚

り，営業協定，会社合同などによ って競争を回避する政策をと

るに至っ た。また鉄道治算所の設置は競争会社聞に適当な協定

を促進させるに役立 っ た。

第 1 次世界大戦ぼっ発の 1914 年には大小 170 を数える鉄道

会社があ っ たが，戦争遂行の必要上これら欽A遂のうち 21 の主

要鉄道と 109 の小鉄道は大戦ぼっ発 と 同時に国家の管理下にお

かれた。戦時中物価の高踏および賃金の引上げのため鉄道財政

は極度にひっ iß し，運賃煙量構を改正し，鉄道組織全般にわたる

狼本的な改革を断行するのでなければ到底窮状を救い得ない状

態であった。よって政府は 1918 ・ 11 休戦協定成立後も引つづき

国家管磁を行い， 1919 ・ 8 運輸省を設鐙 して，漣紛一般に関する

弦倍を統一的に管掌させ，鉄道建直しの根本策を総ぜしめた。

運輸省は各方聞の意向を徴して研究した結果，鉄道建直しの

ためには戦前の I~I 由主義を捨てて鉄道を統合させ， !li~1:げを厳に

するほかないとしづ結論に迷し ， 192 1年鉄道法 (Railway Act, 

1921) の制定となり ， 同時に政府による鉄道管理の解除とな っ

た。

(6) 1921 年鉄道法

192 1 ・ 8 ・ 19 公布された法律で， 第 l 章鉄道の改組， t白r 2 章鉄道

の規制， W;3 主主鉄道運賃， 第 4 章賃金および労働条件， 首~ 5 章軽

便鉄道 ， W;6 草i通則の 6 :1主 86 箇条および納貝IJ 9 から成っている。

同法によるもっとも重要な事項を概説するとつぎのとおりで

ある。

ア 鉄道会社の統合と財政補償 130 の被管1'J!鉄道のうち

120 鉄道を 4 大鉄道 ((7)参照)に統合する。 1914 年より 1921年ま

で政府の管理によ って こうむった煩失を補償するため被管理鉄

道に対して政府から 6 千万ポ γ ドの補償金を支払う。この金額

は初年度 192 1 年に 23.5 百万ポ y ドを ， 次年度に 30 百万ポン ド

を ， 3 年度に残額 6.5 百万ポンドを各彼管理鉄道に分配する。

イ 鉄道に対する規制 鉄道会社が合理的なサー ビスおよび

便益を提供するよう監倍する権限を鉄道 ・ 運河委員会に与える。

また鉄道のは収，借入れ，営業に関する協定に承認を与える権

限を運輸省に与える。これら縫限の賦与は従来何らの統制なく

発達しきたった各鉄道の軌道， 施設， 車両の統一と鉄道全体と

して経営の合埋化をはからん とするためて'ある。

ウ 鉄道巡11審判所の設置新たに鉄道運賃若手~JrJr (Rail. 

way Rate Tribunal (9)参照)を設置し，これに従米鉄道 ・運河

委員会に与えられていた鉄道運賃および貨物等級を放置思し I !:t~ 

督する機限を与える。

エ 労使交渉担量榊の確立 戦時中鉄道は物価の高騰と労働攻

勢に悩まされたので ， 1921年鉄道法では労使交渉および労使協

議制度を確立し，賃金および労働条件についてはこの制度を通

じて解決をはかり ， 解決できない問題については中央賃金局お

よび全国民金局に提訴させることとした。

(7) "大鉄道

1 921 年鉄道法によって 120 の鉄道が 4 大グル ー プに統合され

たが，これら統合された 4 鉄道を称する場合に用いる名称であ

る。これら 4 鉄道の名称と これに統合された旧鉄道はつぎのと

おりである。

ア サザ γ鉄道 ロ γ ド γの西南部に所在するロンドン ・サ

ウス ・ ウエスタ γ鉄道， ロンド γ ・ブライ 1 ソ ・ サ勺ス ・コー

ス ト 鉄道，サウス・イ ース タ γ鉄道，ロンド γ ・ キヤサム ・ ド

ーパー鉄道， サウス ・ イースタ γ ・ キヤサム鉄道会社管理委員

会ほか 14 の有IiWJ鉄道を合併。

イ グレート・ウエスタン鉄道 ロ ン ド ンの西北部，サザン
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